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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

第54期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

完成工事高（百万円） 187,054 63,390 287,744

経常利益（百万円） 10,130 3,100 17,203

四半期（当期）純利益（百万円） 4,948 1,154 10,685

純資産額（百万円） － 97,676 95,573

総資産額（百万円） － 166,858 176,955

１株当たり純資産額（円） － 860.35 836.10

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
46.64 10.88 98.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
43.21 10.08 91.28

自己資本比率（％） － 54.7 50.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
12,982 － △1,583

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,459 － △5,690

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,638 － △5,051

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ 23,292 15,431

従業員数（人） － 7,452 7,291

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．完成工事高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 7,452 (1,544)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（  ）外数で記載してお

ります。

（2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 3,501 (407)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（  ）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）受注実績

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（百万円）　

エンジニアリング

ソリューション

通信インフラ 60,523

環境・社会インフラ等 6,601

システムソリューション 3,162

合計 70,287

（2）売上実績

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（百万円）　

エンジニアリング

ソリューション

通信インフラ 57,082

環境・社会インフラ等 3,546

システムソリューション 2,761

合計 63,390

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

３．売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の売上高及びその割合は、次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額
（百万円）

割合
（％）

東日本電信電話株式会社 18,091 28.5

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 17,369 27.4

西日本電信電話株式会社 7,729 12.2
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２【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況　

　情報通信分野においては、本格的なユビキタスネット社会の実現に向けて情報通信ネットワークのブロードバン

ド化・ＩＰ化が引き続き進展するとともにサービスの融合が加速するなど、急速な変化が続いております。主な取

引先でありますＮＴＴグループにおいては、ＮＧＮ（次世代ネットワーク）や光アクセス網、３Ｇ／ＬＴＥなどの

フルＩＰネットワーク基盤を活用したブロードバンド・ユビキタスサービスの創造・本格展開を目指しているな

ど、通信事業者においては安定した設備投資が続いております。一方、金融危機に端を発した景気後退により企業

のＩＴ投資は減速しております。このような事業環境のもと、当社グループは施工能力の強化や事業領域の拡大を

図るとともに、安全品質の向上や間接業務の効率化等を推進してまいりました。

　当第３四半期連結会計期間の経営成績につきましては、受注高は702億８千７百万円、完成工事高は633億９千万

円となりました。

損益面につきましては、完成工事高の増加に加え施工効率化と間接費削減に努めた結果、営業利益31億１千万

円、経常利益31億円、四半期純利益は11億５千４百万円となりました。

　事業別の概況は、次のとおりであります。

　　　　①エンジニアリングソリューション

 ＮＴＴグループを始めとする通信事業者からの受注がＮＧＮ関連のネットワーク工事および移動体通信工事

など堅調に推移し、受注高は前年同期並みとなりました。完成工事高は、前年度からの繰越工事および第２四半期

までの受注工事が順調に完成したことにより、前年同期比で増加いたしました。

　
　　　　②システムソリューション

通信事業者向けの通信ソフト開発は堅調に推移しましたが、昨今の景気減速の影響により、受注高、完成工事高

とも前年同期比で減少いたしました。　

（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結会計期間末

に比べ15億７千６百万円減少し、232億９千２百万円となりました。

　　　各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動のキャッシュ・フローは全体で16億８百万円の減少となりまし

た。主な資金の増加要因は税金等調整前四半期純利益19億７千万円、未成工事受入金の増加21億６千３百万円で

あります。また、主な資金の減少要因は、未成工事支出金等の増加70億８千８百万円、法人税等支払額19億２千１

百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動のキャッシュ・フローは全体で10億４千４百万円の増加となり

ました。主な資金の増加要因は有価証券の減少20億円であります。また、主な資金の減少要因は、有形固定資産の

取得による支出８億３千２百万円、貸付による支出１億１千５百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間における財務活動のキャッシュ・フローは全体で９億８千６百万円の減少となりまし

た。主な資金の減少要因は、配当金の支払額10億６千２百万円であります。

（3）対処すべき課題　

　    当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動　

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千３百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　

（2）設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設等の計画のうち、当第３四半期連結会計期間に取

得した設備は次のとおりであります。

　　　　　なお、大半の設備は全ての部門に共通的に使用されているため、部門別の区分は行っておりません。

　　　　　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

会社名
事業所名
（所在地）

設備の内容
取得価額
（百万円）

提出会社  東北支店（仙台市若林区） 技術センタ増改築 190

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

(平成20年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年２月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 117,812,419 117,812,419
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000株

であります

計 117,812,419 117,812,419 － －

　

(2)【新株予約権等の状況】

 
　第３四半期会計期間末現在
　（平成20年12月31日）

 
平成17年６月28日
定時株主総会決議

平成19年６月25日
定時株主総会決議

 
旧商法に基づき発行した

新株予約権
会社法に基づき発行した

新株予約権

 第２回 第３－Ａ回 第３－Ｂ回

新株予約権の数（個） 384 206 484

新株予約権のうち自己新株予約権

の数（個）
－ － －

新株予約権の目的となる株式の種

類
普通株式（注）1 普通株式（注）1 普通株式（注）1

新株予約権の目的となる株式の数

（株）
384,000 206,000 484,000

新株予約権の行使時の払込金額

（円）
1,002  1,489  1,489

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月２日

至　平成21年６月30日

自　平成21年７月１日

至　平成23年６月30日

自　平成21年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発

行する場合の株式の発行価格及び

資本組入額（円）

該当なし（注）2 同左 同左

新株予約権の行使の条件 （注）3，4 同左 同左

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡、質入その他の処

分は認めない

譲渡による新株予約

権の取得については、

取締役会の承認を要

する

同左

代用払込みに関する事項 － － －

組織再編成行為に伴う新株予約権

の交付に関する事項
－ － －

　（注）１．単元株式数は1,000株であります。

　　　　２．新株予約権の行使時に新株予約権者に交付される株式は、すべて自己株式で代用する予定であります。これによ

り新規に発行される株式はありません。
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　３．新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても当社取締役及び従

業員並びに当社子会社の取締役の地位にあることを要します。ただし、当社または当社子会社の取締役が任

期満了により退任した場合、当社従業員が定年退職した場合、その他正当な理由がある場合はこの限りでは

ありません。

４．その他の条件は、定時株主総会及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予

約権割当契約」に定めるところによります。

　

　

　

　

 
第３四半期会計期間末現在
　（平成20年12月31日）

 
平成18年７月13日
取締役会決議

 
会社法に基づき発行した
転換社債型新株予約権付社債

新株予約権付社債の残高（百万円） 15,000

新株予約権の数（個） 3,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注）

新株予約権の目的となる株式の数（株） 8,441,193

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,777

新株予約権の行使期間
自　平成18年８月14日

至　平成23年７月15日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 1,777

資本組入額 889

新株予約権の行使の条件 新株予約権の一部行使はできないものとする

新株予約権の譲渡に関する事項 該当事項なし

代用払込みに関する事項
新株予約権の行使に際しては、各社債を出資するものと

し、当該社債の価額は、その払込金額を同額とする

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）単元株式数は1,000株であります。
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(3)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成20年10月１日 

～ 

平成20年12月31日 

－ 117,812,419 － 6,888 － 5,761

(5)【大株主の状況】

　　　　　当第３四半期会計期間において、大量保有報告書及び大量保有報告書に関する変更報告書により、以下のとおり株

式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有

株式数の確認ができません。 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

株式会社三菱ＵＦＪ

フィナンシャル・グ

ループ

東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 7,820 6.58

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜４丁目５番33号 8,558 7.26

(6)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 11,894,000 －
単元株式数は1,000株であ

ります

完全議決権株式（その他） 普通株式 104,885,000 104,885 同上

単元未満株式 普通株式 1,033,419 － －

発行済株式総数 　 117,812,419 － －

総株主の議決権 　 － 104,885 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1,000株（議決権の数１個）含まれてお

ります。
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②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 　     

株式会社協和エクシオ
東京都渋谷区渋谷

三丁目29番20号
11,728,000 － 11,728,000 9.96

（相互保有株式） 　     

大東工業株式会社 他 － 20,000 146,000 166,000 0.14

計 － 11,748,000 146,000 11,894,000 10.10

　（注）大東工業株式会社 他の「他人名義所有株式数」は、当社の取引先で構成される持株会（協和エクシオ協力会　東

京都渋谷区渋谷三丁目29番20号）によるものであります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 843 1,041 1,078 1,032 1,081 1,107 1,020 1,000 1,082

最低（円） 764 800 950 908 916 904 727 879 876

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）新任役員

該当事項はありません。

（2）退任役員

該当事項はありません。

（3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役

ドコモ事業本部長

兼同事業本部ドコ

モ営業本部長

常務取締役

移動通信事業本部

長兼同事業本部ド

コモ営業本部長

杉田　裕次 平成20年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）より、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,669 6,576

受取手形・完成工事未収入金 43,350 80,931

有価証券 18,680 8,902

未成工事支出金等 ※1
 39,123

※1
 18,886

その他 8,281 6,705

貸倒引当金 △143 △268

流動資産合計 113,962 121,733

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 11,819 12,252

土地 23,447 23,117

その他（純額） 2,188 1,939

有形固定資産計 ※2
 37,454

※2
 37,309

無形固定資産 3,295 3,510

投資その他の資産

その他 14,171 16,264

貸倒引当金 △2,024 △1,862

投資その他の資産計 12,146 14,401

固定資産合計 52,896 55,221

資産合計 166,858 176,955

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 21,806 33,455

短期借入金 1,170 1,410

未払法人税等 2,504 3,015

未成工事受入金 8,756 4,392

引当金 1,071 1,055

その他 10,924 13,261

流動負債合計 46,233 56,589

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 15,000 15,000

退職給付引当金 5,549 5,820

その他の引当金 840 1,049

負ののれん 262 403

その他 1,297 2,519

固定負債合計 22,949 24,792

負債合計 69,182 81,382
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,888 6,888

資本剰余金 5,959 5,953

利益剰余金 86,744 84,023

自己株式 △8,487 △8,438

株主資本合計 91,104 88,427

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 151 293

評価・換算差額等合計 151 293

新株予約権 155 77

少数株主持分 6,264 6,774

純資産合計 97,676 95,573

負債純資産合計 166,858 176,955
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

完成工事高 187,054

完成工事原価 163,603

完成工事総利益 23,451

販売費及び一般管理費 ※1
 13,740

営業利益 9,711

営業外収益

受取利息 183

受取配当金 162

負ののれん償却額 201

その他 620

営業外収益合計 1,168

営業外費用

支払利息 13

為替差損 339

その他 397

営業外費用合計 750

経常利益 10,130

特別利益

投資有価証券売却益 151

特別利益合計 151

特別損失

減損損失 100

投資有価証券評価損 1,197

特別損失合計 1,297

税金等調整前四半期純利益 8,984

法人税等 ※2
 4,295

少数株主損失（△） △259

四半期純利益 4,948
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

完成工事高 63,390

完成工事原価 55,827

完成工事総利益 7,563

販売費及び一般管理費 ※1
 4,452

営業利益 3,110

営業外収益

受取利息 71

受取配当金 44

投資損失引当金戻入額 135

負ののれん償却額 64

その他 119

営業外収益合計 435

営業外費用

支払利息 4

為替差損 247

その他 192

営業外費用合計 444

経常利益 3,100

特別損失

投資有価証券評価損 1,130

特別損失合計 1,130

税金等調整前四半期純利益 1,970

法人税等 ※2
 848

少数株主損失（△） △32

四半期純利益 1,154
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,984

減価償却費 1,901

減損損失 100

のれん償却額 △178

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37

退職給付引当金の増減額（△は減少） △271

受取利息及び受取配当金 △346

支払利息 13

売上債権の増減額（△は増加） 37,580

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △20,236

その他の資産の増減額（△は増加） △1,429

仕入債務の増減額（△は減少） △11,648

未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,364

その他の負債の増減額（△は減少） △3,313

その他 1,530

小計 17,085

利息及び配当金の受取額 344

利息の支払額 △13

法人税等の支払額 △4,434

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,982

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,670

有形固定資産の売却による収入 103

無形固定資産の取得による支出 △875

投資有価証券の取得による支出 △454

投資有価証券の売却による収入 582

貸付けによる支出 △220

貸付金の回収による収入 142

その他 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,459

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △262

配当金の支払額 △2,228

少数株主への配当金の支払額 △95

その他 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,638

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,861

現金及び現金同等物の期首残高 15,431

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 23,292
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項
の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

たな卸資産

第１四半期連結会計期間より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、原価法から原価

法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）に

変更しております。

これによる損益の影響は軽微であり

ます。

（2）リース取引に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より「リース

取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日

改正））及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日

本公認会計士協会　会計制度委員会）、

平成19年３月30日改正））を早期に適

用し、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理から通常の

売買取引に係る会計処理に変更してお

ります。 

また、リース資産の減価償却の方法

は、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法によっております。

 

なお、リース取引開始日が適用初年度

前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。 

これによる総資産及び損益の影響は

軽微であります。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　未成工事支出金等の内訳は以下のとおりでありま

す。

商品及び製品   75百万円
未成工事支出金      38,149百万円

　

原材料及び貯蔵品    897百万円　
計      39,123百万円

※１　未成工事支出金等の内訳は以下のとおりでありま

す。

商品及び製品 87百万円
未成工事支出金 17,989百万円　
原材料及び貯蔵品 809百万円
計 18,886百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、22,902百万円であ

ります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、22,243百万円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　　

　

　は以下のとおりであります。

従業員給料手当 5,949百万円

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　　

　

　は以下のとおりであります。

従業員給料手当 2,047百万円

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金預金勘定 　 4,669百万円

有価証券勘定 　 18,680

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
　 △57

現金及び現金同等物 　 23,292

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  117,812千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  11,743千株

３．新株予約権等に関する事項

　　ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　

　

親会社   　155百万円

４．配当に関する事項
　

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,167 11  平成20年３月31日  平成20年６月24日
利益剰余

金

平成20年11月14日
取締役会

普通株式 1,060 10  平成20年９月30日  平成20年12月５日
利益剰余

金

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電気通信・電気設備業等建設事業の割合がいず

れも90％を超えているため、記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 860.35円 １株当たり純資産額 836.10円

２．１株当たり四半期純利益等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益 46.64円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
43.21円

１株当たり四半期純利益 10.88円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
10.08円

　（注）　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益   

四半期純利益（百万円） 4,948 1,154

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,948 1,154

期中平均株式数（千株） 106,094 106,079

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益   

四半期純利益調整額（百万円） 0 0

　（うち事務手数料（税額相当額控除後）） （0） （0）　

普通株式増加数（千株） 8,441 8,441

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　　───────　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　───────　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,060百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月５日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っておりま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

株式会社協和エクシオ

取締役会　御中

 あずさ監査法人  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 沖　　恒弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 縄田　直治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社協和エクシ

オの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社協和エクシオ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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